


＊主 催：産経新聞社

＊特別協力：公益財団法人世界自然保護基金ジャパン(WWFジャパン、名誉総裁･秋篠宮皇嗣殿下)

＊1992年に「産業の発展と地球環境との共生」を目的に創設

＊企業、行政、学校、市民が一体となった顕彰制度

＊地球温暖化の防止、循環型社会の実現に寄与する技術･製品開発,環境保全活動･事業の促進、

社会システムの探求、地球環境に対する保全意識の一段の向上などを目的とする

＊計335の企業･団体が受賞

趣旨・目的

【表彰部門】
第 1回(1992年)：大賞,経済産業大臣賞、環境大臣賞ほか
第 5回(1996年)：文部科学大臣賞、日本経済団体連合会会⾧賞 <追加>
第16回(2007年)：国土交通大臣賞 <追加>
第20回(2011年)：農林水産大臣賞 <追加>
第31回(2023年)：総務大臣賞、日本商工会議所会頭賞 <追加>



＊主 催：産経新聞社
＊主管事務局：産経新聞社
＊後 援：経済産業省、環境省、文部科学省、国土交通省、農林水産省、総務省

一般社団法人日本経済団体連合会、日本商工会議所
＊特別協力 ：公益財団法人世界自然保護基金ジャパン
＊表彰内容 ：

・大賞
・経済産業大臣賞
・環境大臣賞
・文部科学大臣賞
・国土交通大臣賞
・農林水産大臣賞
・総務大臣賞
・日本経済団体連合会会⾧賞
・日本商工会議所会頭賞
・特別賞

＊募集期間：2024年9月1日～10月31日
＊審 査：2024年11月～2025年2月
＊発 表：2025年3月4日（予定）
＊授 賞 式：2025年4月

実施概要



【顕彰制度委員会】
運営および受賞候補者の適切性について最終判断をする

＊委員⾧ 岩沙弘道氏 （三井不動産株式会社相談役）
＊制度委員 各省庁事務次官、WWFジャパン会⾧など

【審査委員会】
＊委員⾧ 阿部博之氏 （東北大学名誉教授、日本工学アカデミー名誉会⾧）
＊審査委員 黒田玲子氏 （東京大学名誉教授、中部大学特任教授）

山地憲治氏 （東京大学名誉教授、地球環境産業技術研究機構理事⾧）
中村桂子氏 (ＪＴ生命誌研究館名誉館⾧）
末吉竹二郎氏（ＷＷＦジャパン会⾧）
池田三知子氏（日本経済団体連合会環境エネルギー本部⾧）
高村ゆかり氏（東京大学未来ビジョン研究センター教授）

＊募集対象
企業、自治体、学校(大学・高校・中学校・小学校など)、市民グループ

※個人の応募は不可

顕彰制度委員会・審査委員会

７つの審査基準

1 経済の発展と地球環境との共生に寄与している
2 サスティナブルな社会の実現へ高い環境理念や行動計画を有し、SDGsの達成に向けて取り組んでいる
3 独創性、先導性がある
4 模範となり得る先進的な活動で地球規模の環境保全に貢献している
5 技術・製品開発や活動で顕著な環境改善効果が期待できる
6 産学官の連携や複数の事業者との共同事業化などで主導力を発揮している
7 地域や社会との環境調和の構築に積極的な役割を果たしている



主な報道実績

フジテレビ ニュース番組
2024年4月4日－5日

FNNプライムオンライン
2024年4月4日以降

特別番組 『地球環境大賞2024』
＊フジテレビ 6月22日 13:00～13:55
＊BSフジ 6月30日 17:00～17:55
＊Tver 6月22日以降

産経新聞東京本社版 2024年4月4日付

◆産経新聞(東京本社版)
3月1日付 受賞者発表
3月8日付 受賞者紹介
4月5日付 授賞式
4月6日付 皇室ウィークリー
6月14日付 ＷＷＦジャパンへの寄付金贈呈
6月22日付 特別特番告知

◆フジテレビ
3月1日 「めざましテレビ」「ニュースイット」「ニュースα」
4月4日 「ニュースイット」「ニュースα」
4月5日 「めざましテレビ」「めざまし８」「ノンストップ」
4月14日 「皇室ご一家」

◆雑誌
週刊SPA! 4月16日号
ESSE 6月号
天然生活 7月号

◆Ｗｅｂ（配信）
＊ＦＮＮプライムオンライン 3月1日、4月4日
＊産経ニュース 3月1日、4月4日
＊日刊ＳＰＡ！ 3月1日
＊天然生活 Web 3月1日

※このほかBSフジ、ニッポン放送、
文化放送のニュース番組でも報道



歴代の大賞受賞者ほか

第1回 キヤノン株式会社
第2回 株式会社日立製作所
第3回 日本アイ・ビー・エム株式会社
第4回 キリンビール株式会社
第5回 富士通株式会社
第6回 東日本旅客鉄道株式会社
第7回 トヨタ自動車株式会社
第8回 ミサワホーム株式会社
第9回 日本電気株式会社
第10回 ソニー株式会社
第11回 松下電器産業株式会社
第12回 株式会社リコー
第13回 トヨタ自動車株式会社
第14回 松下電工株式会社
第15回 旭化成グループ
第16回 ライオン株式会社
第17回 ＴＤＫ株式会社

第18回 大和ハウス工業株式会社
第19回 川崎重工業株式会社
第20回 東京電力株式会社(受賞辞退)
第21回 サントリーホールディングス株式会社
第22回 アサヒグループホールディングス株式会社
第23回 一般社団法人日本鉄鋼連盟
第24回 トヨタ自動車株式会社
第25回 東京急行電鉄株式会社
第26回 富士通株式会社
第27回 積水ハウス株式会社
第28回 大日本印刷株式会社
第29回 あいおいニッセイ同和損害保険株式会社

・エーオンベンフィールドジャパン株式会社
・国立大学法人横浜国立大学

第30回 積水ハウス株式会社
第31回 東急株式会社・町田市
第32回 森ビル株式会社

※社名は受賞当時の名称

賞 受賞者名

地球環境大賞 森ビル株式会社

経済産業大臣賞 株式会社リコー

環境大臣賞 東レ株式会社

文部科学大臣賞 宮城県農業高等学校

国土交通大臣賞 鹿島建設株式会社

農林水産大臣賞
岩国市神東地先リサイクル
資材活用藻場創出
プロジェクトチーム

総務大臣賞 西日本電信電話株式会社

日本経済団体連合会会長賞 ユニ・チャーム株式会社

日本商工会議所会頭賞 株式会社エコリング

フジサンケイグループ賞 積水化学工業株式会社

奨励賞
株式会社ドコモビジネス
ソリューションズ

奨励賞 株式会社不動テトラ

◆歴代の大賞受賞者 ◆第32回受賞者



【地球環境大賞】ご協賛内容


